
　　　　

Ｒ７ 年 4 月 1 日

平日
土・祝・長期

11
11

時
00
00

分から
18
17

時
00
00

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・避難訓練　　・お出かけイベント（各地公園、長居障がい者スポーツセンター、科学館、防災センター等）　・製作　　・クッキング　　・実験　　・お祭り
・クリスマス　　・ハロウィン　　・七夕願いごと　　・大掃除　など

（別添資料１）

家族支援

・本人の活動の様子やがんばりなどを具体的に伝え、安心してもらう。
・家族からの相談に対して適切な助言を行う。
・定期的に面談を行い、情報交換を密にして信頼関係を構築する。

移行支援

・保育園、幼稚園から小学校へ、小学校から中学校へ進学する際に相談に
のり、課題や不安に応じて助言を行う。
・進路先の選択について保護者や児童の意向を汲んで助言する。

地域支援・地域連携

・通所する児童生徒にかかわる地域の関係者や関係機関等と連携を図る。

職員の質の向上

・毎日ミーティングや振り返りを開催し、児童の情報共有やプログラムの
検討、役割分担を行い、療育の充実を図る。
・虐待防止等の研修を行い、職員の指導力・対応力の向上を図る。

支　援　内　容

・明るく楽しい雰囲気の中で、前向きで元気な気持ちをもって過ごせるようかかわる。
・身辺自立（衣服の着脱、身の回りの清潔維持等）への支援を行う。
・スケジュールを明確にして活動の見通しをもち、時間を意識して活動できるよう支援する。

・一定の運動量を確保して体力維持を図る。
・体幹や協調運動等、体の機能を高める運動を取り入れる。
・友達と楽しく体を動かしてリフレッシュを図ることができるようメニューを工夫する。
・スモールステップで成功体験を積むことで、難しいことや新しいことにも挑戦する気持ちを高める。

本
人
支
援

・ルールや約束事を理解したり、周りを見たりして、いま何をすべきか判断して行動できるようはたらきかける。
・思い通りにならない場合でも、穏やかに対応し気持ちや行動を切り替えることができるよう支援する。
・形や色、数、大きさ、重さ、長さなど対象物を認知する力を高める支援を行う。

・自分の気持ちや感情を言葉などで周りに伝えられるよう支援する。
・指導員や友達の話を聞いて理解し、相手に応じた会話を行うなど双方向のコミュニケーションを図ることができるようかかわる。
・必要に応じて読み、書き、計算などの学習や宿題の支援を行う。

・友達と一緒に運動したりプログラムに参加したりする機会を大切にし、友達と楽しくかかわる力を高める。
・集団活動をとおして、順番やルールを最後まで守り安全に活動する力を高める。
・周りとのかかわりを通して、本人がもっている優しい気持ちを引き出し、交流の幅を広げることができるようかかわる。

支援方針

利用者一人一人に向き合い、信頼関係を築くとともに、家族や本人のニーズを把握し自立へむけて大切なことを探りながら、本人の「思い」を大切した支援を行う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
運動や集団・個別プログラムをとおして、子どもたちの「できた！」「楽しい！」の経験を積み重ねることで本人の可能性を広げ自己肯定感を高めるとともに、協調性や社会性、コミュニ
ケーション力を育む支援を行う。

事業所名 Ｋｉｄｓ　Ｌａｂｏ１２３谷町 作成日支援プログラム


